
8TOPIC ｜ December  2013  OISCA

世
界
遺
産
の
始
ま
り
と

富
士
山
登
録
へ
の
道
の
り

※
富
士
山
域
…
…
富
士
山
の
世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値

は
、
神
聖
で
荘
厳
な
景
観
を
も
と
に
「
信
仰
の
対
象
」

と
「
芸
術
の
源
泉
」
に
な
っ
て
き
た
点
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
価
値
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
地
域

（
標
高
約
1
5
0
0
m
以
上
）
を
資
産
範
囲
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
有
名
な
絵
画
に
描
か
れ
た
範

囲
が
重
な
り
合
う
部
分
に
あ
た
り
、
信
仰
の
上
で
は

神
聖
性
の
境
界
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
馬
返
」
以
上
に

あ
た
る
か
ら
で
す
。
こ
の
範
囲
に
は
、
浅
間
大
神
が

鎮
座
す
る
と
さ
れ
て
い
る
八
合
目
以
上
や
、
現
在
発

行
さ
れ
て
い
る
千
円
札
な
ど
に
採
用
さ
れ
た
本
栖
湖

か
ら
の
景
観
が
含
ま
れ
ま
す
。

う
ま
が
え
し

「
絹
本
著
色
富
士
曼
荼
羅
図
」

（
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
蔵
）

室
町
時
代
の
富
士
山
へ
の
登
拝
の
様
子
が
描
か
れ

て
い
る

顕著な普遍的価値を有する区域

資産の効果的な保全を目的として、資産の周辺に設定した区域

資産及び緩衝地帯の外側に設定した、自主的な管理に努める区域

構成資産

緩衝地帯

保全管理区域

構成要素

遺産登録を学ぶ！
　

勉
強
会
の
冒
頭
、「
実
は
『
富
士

山
の
森
づ
く
り
』
の
活
動
エ
リ
ア

が
、
世
界
遺
産
の
登
録
範
囲
に
含

ま
れ
て
い
る
ん
で
す
。
つ
ま
り
皆

さ
ん
の
活
動
そ
の
も
の
が
、
世
界

遺
産
を
守
る
活
動
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
」
と
小
野
氏
。  

そ
の
お
話
に
一
同
ビ
ッ
ク
リ
！！

　

今
回
の
登
録
エ
リ
ア
の
中
心
を

な
す
「
富
士
山
域
」
に
、
私
た
ち

の
活
動
地
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
の
で
す
（
右
図
参
照
）。

　

世
界
遺
産
の
歴
史
を
ひ
も
と
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

今
か
ら
40
年
ほ
ど
前
、
エ
ジ
プ

ト
南
部
の
ヌ
ビ
ア
遺
跡
群
は
、
近

く
を
流
れ
る
ナ
イ
ル
川
で
の
巨
大

ダ
ム
建
設
計
画
に
よ
り
水
没
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス

コ
は
「
ヌ
ビ
ア
水
没
遺
跡
救
済
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
始
し
、  

世
界

60
ヵ
国
の
援
助
を
受
け
、
ア
ブ
シ

ン
ベ
ル
神
殿
を
崖
か
ら
切
り
離
し

て
丘
の
上
に
元
通
り
の
形
で
移
築

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
歴
史
的
価
値

の
あ
る
遺
跡
や
自
然
な
ど
を
保
護

し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、  

1
9
7
2
年
ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
て

「
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺

産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
（
世
界

遺
産
条
約
）」
が
成
立
。
現
在
、
約

一
千
件
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
登
録
の
た
め
に
は
、
何

が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、

世
界
遺
産
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
価

値
（
顕
著
な
普
遍
的
価
値
）
を
証

明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ユ

ネ
ス
コ
で
は
10
項
目
の
評
価
基
準

を
定
め
、
そ
の
一
つ
以
上
を
満
た

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
そ
の
価
値
を
将
来
に
わ
た
り

確
実
に
保
護
す
る
た
め
の
管
理
体

制
の
整
備
が
必
要
な
ほ
か
、
完
全

性
（
価
値
の
構
成
要
素
が
全
て
含

ま
れ
て
い
る
）
や
真
実
性
（
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
状
態
が
保
た
れ
て
い
る
）

な
ど
も
重
要
で
す
。

日本を象徴する国内最高峰の富士山が本年6月、ユネスコの世界文化遺産に登録されたニュースは皆さんも記憶に
新しいことでしょう。「富士山の森づくり」推進協議会を立ち上げ、2007年より富士山での森林再生活動を行っている
オイスカとしてもこれは見逃せない！　ということで、登録に向け当初から携わってきた静岡県・富士山世界遺産課の保存
管理班 小野聡班長を講師にお招きして勉強会を開催しました。皆さんも一緒に学びましょう！

（構成　本部・啓発普及部主任　長野純子）

※

構成資産分布図

　

富
士
山
に
住
ま
う
と
考
え
ら
れ
た

神
仏
へ
の
信
仰
を
起
源
と
し
て
、
火

山
と
の
共
生
を
重
視
し
、
山
麓
の
湧

水
な
ど
に
感
謝
す
る
伝
統
が
育
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
本
質
は
、
時
代
を
超

え
て
今
日
の
富
士
登
山
や
巡
礼
の
形

式
・
精
神
に
も
確
実
に
継
承
さ
れ
ま

し
た
。

　

富
士
山
と
そ
の
信
仰
を
契
機
と
し

て
生
み
出
さ
れ
た
多
様
な
文
化
的
資

産
は
、
富
士
山
が
今
な
お
生
き
て
い

る
山
岳
に
対
す
る
文
化
的
伝
統
の
類

い
稀
な
る
証
拠
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

「
富
士
山
信
仰
」と
い
う

山
岳
に
対
す
る
固
有
の

文
化
的
伝
統
を
表
す
証
拠

世評
界
遺
産

価
基
準

富
士
山
の
顕
著
な
普
遍
的
価
値

富士山域

白糸ノ滝

山頂の信仰遺跡群

大宮・村山口登山道
（現在の富士宮口登山道）

須山口登山道（現在の御殿場口登山道）

須走口登山道

北口本宮冨士浅間神社

精進湖

本栖湖

富士山本宮浅間大社

山宮浅間神社

村山浅間神社

三保松原

須山浅間神社

冨士浅間神社
（須走浅間神社）

河口浅間神社

冨士御室浅間神社

御師住宅（旧外川家住宅・小佐野家住宅）

山中湖

河口湖

忍野八海
船津胎内樹型
吉田胎内樹型

人穴富士講遺跡

西湖

吉田口登山道

け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
ふ
じ
ま
ん
だ
ら
ず

※

「富士山の森づくり」活動エリア
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富
士
山
を
未
来
に

引
き
継
ぐ
た
め
に

森
づ
く
り
活
動
の
継
続
を

葛
飾
北
斎

「
凱
風
快
晴
」（
冨
嶽
三
十
六
景
）

（
山
梨
県
立
博
物
館
蔵
）

西
洋
に
お
け
る
数
多
の
芸
術
作
品
に
多
大
な

る
影
響
を
与
え
た
浮
世
絵
の
富
士
山

※

富
士
山
に
適
合
す
る
評
価
基
準

■
評
価
基
準
ⅲ　

現
存
す
る
か
消
滅
す
る
か
に
関
わ
ら
ず
、
あ
る

文
化
的
伝
統
又
は
あ
る
文
明
の
存
在
を
伝
承

す
る
物
証
と
し
て
無
二
の
存
在
（
少
な
く
と
も

希
有
な
存
在
）
で
あ
る

■
評
価
基
準
ⅵ　

顕
著
な
普
遍
的
意
義
を
有
す
出
来
事
（
行
事
）、

生
き
た
伝
統
、
思
想
、
信
仰
、
芸
術
的
作
品

あ
る
い
は
文
学
的
作
品
と
直
接
ま
た
は
物
質
的

関
連
が
あ
る

富士山世界文化
　

富
士
山
の
場
合
、
そ
の
唯
一
無

二
の
価
値
を
証
明
す
る
こ
と
、
ま

た
、
静
岡
・
山
梨
両
県
お
よ
び
周

辺
市
町
村
に
ま
た
が
っ
て
文
化
財

保
護
法
や
自
然
公
園
法
な
ど
の
法

律
や
条
例
で
管
理
さ
れ
て
い
る
富

士
山
を
、
一
体
の
も
の
と
し
て
適

切
に
保
存
管
理
す
る
た
め
の
「
包

括
的
保
存
管
理
計
画
」
と
そ
の
体

制
整
備
に
6
年
近
く
を
要
し
た
そ

う
で
す
。
そ
し
て
2
0
1
2
年
１

月
、
ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦
書
を
提
出
。

約
１
年
半
に
わ
た
る
審
査
を
経
て
、

「
富
士
山
―
信
仰
の
対
象
と
芸
術

の
源
泉
―
」
と
し
て
、
我
が
国
17

番
目
の
登
録
が
実
現
し
た
の
で
す
。

　
「
日
本
の
宝
」
富
士
山
が
、「
世

界
の
宝
」
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し

た
が
喜
ん
で
ば
か
り
も
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
確
実
に
保
護
・
保
全
で
き

な
け
れ
ば
、
登
録
が
取
り
消
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
の
で
す
。
富
士

山
の
登
録
決
議
に
お
い
て
、
ユ
ネ

ス
コ
は
16
年
2
月
を
期
限
に
「
保

全
状
況
報
告
書
」
の
提
出
を
要
請

TOPIC

「富士山の森づくり」推進協議会 勉強会レポート

祝
世界文化遺産

登録

し
て
い
ま
す
。
世
界
遺
産
登
録
は

小
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に

「
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
守
っ
て
い

く
た
め
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
「
富
士
山
の
森
づ
く
り
」
は
、  

そ
れ
を
支
え
る
活
動
と
し
て
前
述

の
「
包
括
的
保
存
管
理
計
画
」
に

組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
富
士
山

を
世
界
遺
産
と
し
て
未
来
に
引
き

継
ぐ
責
任
を
自
覚
し
、
百
年
後
を

見
据
え
た
森
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら

も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　「世界遺産」というと、美しい場所や有名な建造物などの観光地に
お墨付きを与えてさらに来訪者の増加や経済効果を期待するもののよ
うに思われるかも知れませんが、そうではありません。
　「世界遺産」とは、人類共通の財産として未来に継承すべき大切な
自然や文化財のこと、それらを登録して守っていこうと決めたものな
のです。英語では “World Heritage” といい、“Heritage” の訳語である
「遺産」という響きが、なんとなく過去の遺物のような印象を与えま
すが、むしろ “宝物” と捉えていただいたほうがイメージしやすいと
思います。  つまり、“世界の宝物” です。「自然」の宝物もあれば「文
化的」な宝物もあります。そうした宝物は、自然災害や人的災害など
さまざまな危機にさらされています。それらを世界のみんなの宝物と
して未来に引き継いでいきましょうと決めたものが世界遺産なので
す。世界遺産に登録されるということは、その価値が認められたのと
同時に、価値を守っていく責任が生じるということだと思います。

世界遺産＝世界の宝物！
静岡県 文化・観光部 交流企画局 富士山世界遺産課　
保存管理班 班長 小野 聡さん

　

19
世
紀
前
半
の
浮
世
絵
に
描
か
れ

た
富
士
山
の
図
像
は
、
近
・
現
代
の

西
洋
美
術
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
多
用

さ
れ
、
日
本
お
よ
び
日
本
の
文
化
を

象
徴
す
る
記
号
と
し
て
広
く
海
外
に

定
着
し
ま
し
た
。

　

富
士
山
は
そ
の
よ
う
な
顕
著
な
普

遍
的
意
義
を
持
つ
芸
術
作
品
と
直
接

的
・
有
形
的
な
関
連
性
を
持
ち
、
日

本
及
び
日
本
文
化
の
象
徴
と
し
て
記

号
化
さ
れ
た
意
味
を
持
つ
類
い
稀
な

る
山
岳
で
す
。

顕
著
な
普
遍
的
意
義
を
持
つ

芸
術
作
品
と
の

直
接
的
・
有
形
的
な
関
連
性

　

富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
選

定
さ
れ
る
際
に
「
自
然
と
の
共
生
」

「
荘
厳
な
姿
形
」
が
評
価
さ
れ
、  

こ
の
点
に
お
い
て
森
林
は
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

今
後
は
「
景
観
の
神
聖
さ
と
美
し

さ
の
両
面
を
維
持
す
る
」
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
富
士
山

の
森
づ
く
り
」
の
よ
う
な
森
林
を

育
成
し
適
切
に
管
理
し
て
い
く
活

動
の
継
続
が
重
要
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

山梨県
森林総合研究所　
長池 卓男さん

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

参考資料 : 富士山世界文化遺産登録推進両県合同会議パンフレット　「富士山―信仰の対象と芸術の源泉―」

〈小野さんに学ぶ世界遺産〉

が
い
ふ
う
か
い
せ
い


